
一般質問通告書 

受領日時 令和２年１１月３０日  午前８時３０分         ３番 氏名 松浦 真 

   質問項目          質問の要旨 

１ 

母子モの利用状況に

ついて 

 

 

 

 

(1)2019年に導入された母子モの利用について、導入から 1年が

経過している。この間の保護者の利用状況などについて把握し、

当初の目標 KPI に達成していないようであれば今後の改善およ

び他のツールなどとの比較も同時に行うことが望ましい。 

そこで、ユーザー（妊産婦さん）の母子モの利用状況として、

登録ユーザー数は何名か。また、よく使われている機能は何か。 

行政側の機能として、母子モを具体的にどのような使い方をし

ているか。情報配信の頻度はどのくらいか（月に何回程度利用

しているか）。他の情報配信方法と比較しての評価は。（妊産婦

さんへの情報伝達率が高いなど） 

また、導入にかかった費用と、継続してかかるランニング費用

はいくらか。 

 

２  

RPA(Robotic 

Process 

Automation）の導入

について 

(1)職員数や人口が減少する中で、行政が担当すべき社会課題

は増え続けている。この状況をサポートするための民間への効

率的な業務委託や RPAの導入が必要である。 

現時点で、町役場運営業務における業務委託や RPAが導入でき

る箇所を具体例含めてすべて挙げてもらいたい。挙げることが

できない場合、いつまでに検討可能なのか。（また、奈良市や

神戸市の RPA導入事例なども参考にしてもらいたい） 

 

３  

ヤングケアラーの把

握について 

(1)15～29 歳以下で家族の介護や世話をしている若者は全国で

約 21万人。（平成 29年就業構造基本調査より） 五城目でも、

世帯の高齢化などヤングケアラーの持つ課題は今後更に深刻

になっていく。埼玉県のように中高生の実状をアンケートにて

把握する、もしくはスクールソーシャルワーカーによるヒアリ

ング調査により五城目町のヤングケアラーへのサポートが必

要になってくる。五城目町はヤングケアラーの実数は把握して

いるか。もし把握していないとすれば、どのような方法で今後

把握しサポートしていくことができるか。 

 

４  

これまでの質問内容

の進捗確認 

（1）６月議会で回答があった「五城目町学校 ICT整備導入計画」

は GIGAスクール構想の実現も含め次期計画策定の準備は、Code 

for Japan や code for akita、秋田県デジタルイノベーション

室など外部の専門家などの意見も聞いて進めるほうが望ましい

がどのように進めているか。 

 



（2）同じく６月議会で質問した内容「児童生徒一人一人の状

況に応じた学習支援の在り方、新校舎や図書室の活用も含め、

多様な教育機会の確保や学びの場の提供についての方策を進

めていくとあるが、現在学校外での学習を出席単位に読み替え

る措置が学校で行われており、教育機会確保法に向けてより一

段と進んだ対応が五城目小学校では行われている。今後、教育

移住施策に向けて、多様な学びを確保するために進めている検

討内容は。 

 

（3）同じく６月議会で質問したオンデマンド型モビリティに

ついて市販車での自動運転レベル３が実現され、自動運転に向

けた自治体レベルの条例整備、法整備が今後必要となってく

る。今後の５カ年計画にもその内容を見据えて記載を行ってい

く必要があると思うが、検討状況はどうなっているか。 

 

（4）９月議会で質問した「ICTの学びへの活用についての具体

的な構想や目標設定」の具体的な KPIは出ているのか。 

 

（5）９月議会で質問したグローバル人材育成のために、ICT

を活用した交流の仕方や外国語教育など、子どもから大人まで

一貫した教育プログラムの調査研究結果はどうなっているか。 

 

（6）９月議会で質問した（先程の RPAの質問とも連動するが）

医療、介護、保育などの ICTの導入による行政サービスの向上

検討の短期、中期、長期的展望に沿った具体的なロードマップ

の作成はどうなっているか。 

 

（7）９月議会で質問した地域図書室運営に向けた KPI 策定は

どのようになっているか。 

 

５ 

これまでの町政運営

について 

（1）４期１６年間の町政運営について、出来たこと、出来な

かったことは何か。また、今後五城目町にとって中長期的に必

要な施策や決断すべき事項は何と認識しているか。 

また、次の町長選挙で争点となる政策（マニフェスト）は何に

なると考えているか。 

 

 


